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一　

は
じ
め
に

　

二
〇
一
八
年
九
月
下
旬
、「
海
外
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
実
習
」
の
学
生

引
率
で
台
湾
の
高
雄
・
台
中
を
訪
ね
た
一
週
間
後
に
、
台
湾
の
日
本
仏

教
を
テ
ー
マ
と
し
た
本
書
の
書
評
の
ご
依
頼
を
い
た
だ
い
た
。
偶
然
に

恵
ま
れ
た
機
会
の
よ
う
に
思
っ
た
。
評
者
は
現
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る

宗
教
と
社
会
に
つ
い
て
、
特
に
、
宗
教
と
社
会
福
祉
・
運
動
に
対
し
て

関
心
を
寄
せ
、
香
港
を
主
な
研
究
対
象
と
し
て
研
究
し
て
き
た
。
本
書

は
、
台
湾
の
植
民
地
時
代
に
お
け
る
日
本
仏
教
の
布
教
を
再
検
討
す
る

も
の
で
あ
る
た
め
、
本
当
に
私
が
請
け
負
っ
て
良
い
の
か
と
躊
躇
す
る

と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
本
書
を
読
み
始
め
る
と
、
台
湾
に
お
け

る
日
本
仏
教
の
長
い
歴
史
、
ま
た
は
そ
の
影
響
が
ま
だ
現
代
台
湾
社
会

に
残
っ
て
い
る
こ
と
等
を
知
り
、
台
湾
で
滞
在
し
た
と
き
に
見
聞
し
た

植
民
地
時
代
の
話
や
映
像
を
思
い
出
し
、
大
変
興
味
深
く
感
じ
な
が
ら

台
湾
の
日
本
仏
教
の
再
検
討
と
そ
の
意
義伍

嘉
誠

Book Review

拝
読
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

本
書
の
背
景
に
は
、
今
ま
で
植
民
地
台
湾
に
お
け
る
日
本
仏
教
の
研

究
が
、
史
料
紹
介
や
個
別
宗
派
の
事
例
研
究
を
メ
イ
ン
と
し
た
も
の
で

あ
っ
た
た
め
、
台
湾
全
体
の
日
本
仏
教
を
概
観
し
、
通
底
す
る
問
題
を

洗
い
出
す
よ
う
な
研
究
が
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
書

の
狙
い
は
植
民
地
台
湾
の
日
本
仏
教
を
日
台
双
方
か
ら
、
新
し
い
史
料

を
通
じ
て
検
討
し
、
再
評
価
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二　

本
書
の
構
成
と
概
要

　

本
書
で
は
台
湾
に
お
け
る
日
本
仏
教
の
特
質
を
三
つ
の
部
分
に
分
け

て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
台
湾
の
日
本
仏
教
の
全
体
像
を
描
い
て
い
る
こ

と
が
特
徴
で
あ
る
。
目
次
と
著
者
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
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序
言　
〔
柴
田
幹
夫
〕

　

第
Ⅰ
部　

植
民
地
台
湾
の
布
教
実
態

　
　

日
本
統
治
時
代
の
台
湾
に
お
け
る
仏
教
系
新
宗
教
の
展
開
と
普
遍

主
義
―
―
本
門
仏
立
講
を
事
例
と
し
て
〔
藤
井
健
志
〕

　
「
廟
」
の
中
に
「
寺
」
を
、「
寺
」
の
中
に
「
廟
」
を
―
―
『
古
義

真
言
宗
台
湾
開
教
計
画
案
』
の
背
景
に
あ
る
も
の
〔
松
金
公
正
〕

　
　

真
宗
大
谷
派
の
厦
門
開
教
―
―
開
教
使
神
田
恵
雲
と
敬
仏
会
を
中

心
に
〔
坂
井
田
夕
起
子
〕

　
　

植
民
地
初
期
（
一
八
九
五
～
一
八
九
六
）
日
本
仏
教
「
従
軍
僧
」
の

台
湾
に
お
け
る
従
軍
布
教
―
―
浄
土
宗
布
教
使
林
彦
明
を
中
心
に

〔
闞
正
宗
（
翻
訳
：
喻
楽
）〕

　
　

台
湾
に
お
け
る
真
宗
本
願
寺
派
の
従
軍
布
教
活
動
〔
野
世
英
水
〕

　
【
コ
ラ
ム
】
大
谷
派
台
北
別
院
と
土
着
宗
教
の
帰
属
〔
新
野
和
暢
〕

　
【
コ
ラ
ム
】
植
民
地
統
治
初
期
台
湾
に
お
け
る
宗
教
政
策
と
真
宗

本
願
寺
派
〔
張
益
碩
〕

　
【
コ
ラ
ム
】
台
湾
布
教
史
研
究
の
基
礎
資
料
『
真
宗
本
派
本
願
寺

台
湾
開
教
史
』〔
沈
佳
姍
（
翻
訳
：
王
鼎
）

　
【
コ
ラ
ム
】
海
外
布
教
史
資
料
集
の
刊
行
の
意
義
〔
中
西
直
樹
〕

　
【
コ
ラ
ム
】『
釋
善
因
日
記
』
か
ら
み
た
台
湾
人
留
学
僧
の
活
動
〔
釋

明
瑛
〕

　

第
Ⅱ
部　

植
民
地
台
湾
の
日
本
仏
教
―
―
多
様
な
活
動
と
展
開

　
　

一
九
三
五
年
新
竹
・
台
中
地
震
と
日
本
仏
教　
〔
胎
中
千
鶴
〕

　
　

日
治
時
代
台
湾
に
お
け
る
日
本
仏
教
の
医
療
救
済
〔
林
欐
嫚
〕

　
　

台
北
帝
国
大
学
南
方
人
文
研
究
所
と
仏
教
学
者
の
久
野
芳
隆
〔
大

澤
広
嗣
〕

　
　

伊
藤
賢
道
と
台
湾
〔
川
邉
雄
大
〕

　
　

日
本
統
治
期
台
湾
に
お
け
る
江
善
慧
と
太
虚
の
邂
逅
―
―
霊
泉
寺

大
法
会
を
中
心
と
し
て
〔
大
平
浩
史
〕

　
【
コ
ラ
ム
】
日
本
統
治
期
台
湾
に
お
け
る
仏
教
教
育
機
関
設
立
の

背
景
―
―
仏
教
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
を
求
め
て
〔
大
野
育
子
〕

　
【
コ
ラ
ム
】
第
二
次
世
界
大
戦
期
の
台
湾
総
督
府
資
料
に
見
ら
れ

る
東
南
ア
ジ
ア
事
情
〔
松
岡
昌
和
〕

　
【
コ
ラ
ム
】
台
湾
宗
教
史
研
究
の
先
駆
者
―
―
増
田
福
太
郎
博
士

関
係
資
料
一
斑
〔
吉
原
丈
司
〕

　

第
Ⅲ
部　

台
湾
の
近
代
化
と
大
谷
光
瑞

　
　

大
谷
光
瑞
と
「
熱
帯
産
業
調
査
会
」〔
柴
田
幹
夫
〕

　
　

台
湾
高
雄
「
逍
遥
園
」
戦
後
の
運
命
〔
黄
朝
煌
（
翻
訳
：
応
雋
）〕

　
　

台
湾
の
大
谷
光
瑞
と
門
下
生
「
大
谷
学
生
」　
〔
加
藤
斗
規
〕

　
　

仏
教
と
農
業
の
あ
い
だ
―
―
大
谷
光
瑞
師
の
台
湾
で
の
農
業
事
業

を
中
心
と
し
て
〔
三
谷
真
澄
〕
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【
コ
ラ
ム
】
台
湾
・
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
の
大
谷
光
瑞
に

係
わ
る
档
案
資
料
に
つ
い
て
〔
白
須
淨
眞
〕

　
【
コ
ラ
ム
】
西
本
願
寺
別
邸
「
三
夜
荘
」
の
研
究
―
―
大
谷
光
尊
・

光
瑞
の
二
代
に
亘
る
別
邸
〔
菅
澤
茂
〕

　

第
Ⅰ
部
の
「
植
民
地
台
湾
の
布
教
実
態
」
は
、
従
軍
布
教
か
ら
敗
戦

ま
で
の
台
湾
に
お
け
る
日
本
仏
教
の
布
教
活
動
や
戦
略
に
関
す
る
内
容

を
収
録
し
て
い
る
。
台
湾
本
島
の
本
門
仏
立
講
（
藤
井
）、
真
言
宗
（
松

金
）、
真
宗
本
願
寺
派
（
野
世
）
か
ら
、
厦
門
の
真
宗
大
谷
派
（
坂
井
田
）

ま
で
、
幅
広
い
事
例
を
取
り
上
げ
、
日
本
仏
教
の
布
教
実
態
を
明
ら
か

に
す
る
。
続
い
て
、
第
Ⅱ
部
の
「
植
民
地
台
湾
の
日
本
仏
教
―
―
多
様

な
活
動
と
展
開
」
は
、
日
本
仏
教
団
体
・
指
導
者
に
よ
る
慈
善
事
業
・

社
会
活
動
を
概
観
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
Ⅲ
部
は
、
大
谷
光
瑞
と
台
湾

の
近
代
化
と
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。

　

紙
幅
の
都
合
上
、
本
書
の
内
容
を
全
て
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
い
ず
れ
も
独
自
の
視
点
を
持
ち
、
史
料
に
基
づ
い
た
論
考
で
あ
り
、

植
民
地
台
湾
に
お
け
る
日
本
仏
教
布
教
の
実
態
・
全
体
像
が
浮
き
彫
り

に
な
っ
て
い
る
。
評
者
は
、
こ
の
よ
う
な
多
様
で
特
徴
的
な
日
本
仏
教

の
宗
派
・
人
物
に
つ
い
て
網
羅
的
総
合
的
に
評
論
す
る
よ
う
な
知
識
も

知
見
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
が
、
以
下
に
、
気
付
い
た
範
囲
で
本
書

の
意
義
を
い
く
つ
か
提
示
し
て
お
き
た
い
。

三　

本
書
の
意
義

　

本
書
の
大
き
な
意
義
の
一
つ
と
し
て
は
、「
日
台
双
方
の
視
点
か
ら
植

民
地
時
期
の
布
教
を
再
検
討
し
た
」
こ
と
で
あ
る
。
編
者
の
柴
田
が
序

言
で
説
明
し
て
い
る
よ
う
に
、「
台
湾
を
め
ぐ
る
種
々
な
問
題
は
、政
治
、

経
済
を
中
心
と
し
て
、
常
に
中
国
と
の
関
わ
り
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
多

く
、
植
民
地
台
湾
の
文
化
や
社
会
、
と
く
に
仏
教
交
流
に
つ
い
て
語
ら

れ
る
こ
と
は
少
な
い
」（
四
頁
）
と
い
う
現
実
が
あ
る
。
特
に
、
中
国
大

陸
は
改
革
開
放
後
、
経
済
高
度
成
長
期
に
入
り
、
政
治
的
・
文
化
的
影

響
力
が
増
強
す
る
中
、
国
際
社
会
、
メ
デ
ィ
ア
、
学
術
研
究
等
に
お
い

て
も
注
目
を
浴
び
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
台
湾
へ
の
関

心
は
相
対
的
に
低
落
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
中
国
大
陸
に
偏
っ
て
い

る
今
日
の
学
術
界
に
お
い
て
、
本
書
は
台
湾
研
究
の
重
要
性
を
考
え
直

す
よ
い
機
会
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
台
湾
は
「
宗
教
の
市
場
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
宗
教
文
化
が

盛
ん
な
社
会
で
あ
る
。
道
教
廟
、
仏
教
寺
院
、
キ
リ
ス
ト
教
会
、
一
貫

道
場
が
数
多
く
存
在
し
て
お
り
、
近
年
で
は
台
湾
へ
出
稼
ぎ
に
来
る
東

南
ア
ジ
ア
労
働
者
の
増
加
に
よ
り
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
施
設
も
増
え
て
い

る
。
現
代
台
湾
社
会
の
多
様
性
や
台
湾
人
の
考
え
方
・
行
動
パ
タ
ー
ン

を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
歴
史
上
に
お
い
て
実
践
さ
れ
て
き

た
宗
教
文
化
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
書
で
扱
っ

た
「
植
民
地
時
代
の
日
本
仏
教
」
と
い
う
視
点
は
、
現
代
台
湾
社
会
の
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歴
史
、
文
化
、
制
度
、
政
治
の
変
動
を
理
解
す
る
上
で
の
一
つ
の
重
要

な
カ
ギ
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

特
記
す
べ
き
具
体
例
と
し
て
は
、
松
金
に
よ
る
真
言
宗
台
湾
開
教
の

事
例
が
あ
る
。
現
在
西
門
町
に
あ
る
媽
祖
を
祀
る
天
后
宮
が
本
来
、
台

湾
布
教
の
た
め
に
日
本
の
真
言
宗
が
建
立
し
た
開
教
本
部
で
あ
っ
た
こ

と
に
、
評
者
は
驚
き
を
覚
え
た
。
松
金
に
よ
る
と
、
植
民
地
時
代
に
、

真
言
宗
は
台
湾
本
島
の
「
廟
」
を
仏
教
の
「
寺
」
と
し
て
利
用
し
、
そ

れ
が
結
果
と
し
て
本
島
人
信
者
の
獲
得
に
つ
な
が
っ
た
。
こ
の
「『
廟
』

の
中
に
『
寺
』
を
注
入
す
る
」（
三
三
頁
）
と
い
う
事
例
は
、
当
時
の
真

言
宗
の
宣
教
戦
略
、
総
督
府
の
皇
民
化
政
策
な
ど
へ
の
理
解
に
斬
新
か

つ
重
要
な
視
点
を
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、
戦
後
に
お
い
て
、
真
言
宗

の
開
教
本
部
で
あ
っ
た
「
寺
」
が
媽
祖
の
「
廟
」
へ
移
行
し
た
こ
と
は
、

台
湾
政
府
の
宗
教
施
設
の
活
性
化
や
台
湾
人
の
民
間
信
仰
の
復
興
へ
の

期
待
に
も
絡
ん
で
い
る
。
物
理
的
な
レ
ガ
シ
ー
と
し
て
残
さ
れ
た
日
本

仏
教
寺
院
が
、
媽
祖
信
仰
の
「
宗
教
的
空
間
」
と
し
て
存
続
す
る
こ
と

か
ら
、
台
湾
（
人
）
の
宗
教
文
化
へ
の
柔
軟
性
も
示
唆
さ
れ
て
い
る
だ

ろ
う
。
加
え
て
、
大
谷
光
瑞
の
旧
宅
で
あ
る
「
逍
遥
園
」
や
「
西
本
願

寺
広
場
」
も
含
め
て
、
日
本
領
台
時
代
の
仏
教
寺
院
が
政
府
や
現
地
の

人
の
努
力
に
よ
っ
て
保
存
さ
れ
、
活
用
さ
れ
る
事
例
か
ら
は
、
台
湾
社

会
の
変
遷
、
文
化
政
策
の
発
展
、
保
存
活
動
と
市
民
社
会
の
形
成
と
の

関
係
も
窺
知
で
き
る
。
そ
の
意
味
で
、
植
民
地
台
湾
に
お
け
る
日
本
仏

教
の
歴
史
を
紐
解
く
こ
と
は
、
現
代
台
湾
の
宗
教
文
化
の
あ
り
方
や
台

湾
社
会
の
変
動
を
理
解
す
る
に
あ
た
っ
て
、
斬
新
な
視
点
を
提
供
し
て

く
れ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　

評
者
の
専
門
で
あ
る
宗
教
社
会
学
に
お
い
て
は
、「
台
湾
仏
教
」
と
い

え
ば
、
仏
光
山
、
慈
済
会
、
法
鼓
山
、
中
台
山
と
呼
ば
れ
る
「
現
代
台

湾
四
大
仏
教
」
を
連
想
す
る
人
が
多
い
だ
ろ
う
。
信
者
数
が
多
い
の
み

な
ら
ず
、
慈
善
社
会
活
動
に
も
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

多
く
の
社
会
学
者
が
こ
れ
ら
の
仏
教
団
体
の
組
織
形
態
や
活
動
に
焦
点

を
置
い
て
研
究
し
て
い
る
。
し
か
し
実
を
言
え
ば
、
台
湾
で
は
四
大
仏

教
以
外
の
仏
教
団
体
も
当
然
存
在
す
る
し
、
本
書
の
第
Ⅱ
部
で
も
詳
し

く
記
述
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
植
民
地
時
代
に
お
い
て
日
本
仏
教
団
体
・

指
導
者
が
す
で
に
様
々
な
慈
善
事
業
を
展
開
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
例

え
ば
、
地
震
後
の
救
済
活
動
、
医
療
救
済
、
教
育
・
研
究
活
動
等
が
あ

る
。
こ
う
し
た
日
本
仏
教
団
体
・
指
導
者
に
よ
る
活
動
は
、
そ
の
規
模

か
ら
す
れ
ば
現
代
台
湾
仏
教
と
比
ぶ
べ
く
も
な
い
も
の
だ
が
、
社
会
貢

献
に
対
す
る
理
念
と
活
動
の
多
様
性
か
ら
見
る
と
、
両
者
に
は
共
通
す

る
部
分
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
植
民
地
時
代
の
台
湾
に
お
け
る
日
本

仏
教
の
布
教
・
活
動
と
そ
の
成
否
に
関
す
る
考
察
は
、
現
代
の
仏
教
団

体
が
さ
ら
に
発
展
す
る
上
で
の
重
要
な
知
見
に
な
る
も
の
と
考
え
る
。

そ
の
意
味
で
、
日
本
仏
教
の
台
湾
布
教
と
社
会
に
対
す
る
影
響
、
ま
た

は
貢
献
に
つ
い
て
再
検
討
・
再
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
強
く
感
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じ
て
い
る
。
本
書
は
、こ
う
し
た
現
代
台
湾
社
会
で
「
主
流
で
な
い
」「
遺

忘
さ
れ
て
し
ま
い
そ
う
な
」
宗
教
団
体
の
歴
史
の
整
理
、
記
録
、
分
析

の
上
で
、
非
常
に
意
義
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

四　

意
見
と
展
望

　

台
湾
研
究
・
歴
史
学
の
門
外
漢
で
あ
る
評
者
は
、
本
書
に
対
し
て
妥

当
な
意
見
を
述
べ
る
知
識
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。
あ
え
て
言
う
な

ら
、
多
く
の
論
文
・
コ
ラ
ム
は
文
献
史
料
を
駆
使
し
た
史
実
の
指
摘
を

中
心
と
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
史
実
が
今
日
的
な
視
点
か
ら
ど
の
よ
う

に
意
義
づ
け
ら
れ
・
評
価
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
、
些
少
な
議
論
が
あ
れ

ば
、
歴
史
に
馴
染
み
の
な
い
専
門
外
の
読
者
に
と
っ
て
さ
ら
に
読
み
や

す
く
な
る
だ
ろ
う
。

　

本
書
が
拓
い
た
研
究
の
地
平
が
今
後
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
る
か
に

大
い
に
期
待
す
る
。一
つ
は
、編
者
の
柴
田
が
序
言
で
提
示
し
た
よ
う
に
、

「
今
回
の
特
集
号
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
台
湾
に
残
る
日
本
寺
院
の
調

査
と
と
も
に
、
日
本
仏
教
が
台
湾
に
何
を
残
し
て
い
っ
た
の
か
を
考
え

て
い
き
た
い
」（
七
頁
）
と
い
う
方
向
で
あ
る
。
現
在
、
台
湾
人
に
と
っ

て
日
常
的
に
通
っ
て
い
る
寺
院
・
廟
は
、
も
し
か
し
た
ら
植
民
地
時
代

の
日
本
仏
教
と
何
ら
か
の
形
で
関
わ
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
多
重

的
な
歴
史
的
要
素
で
成
り
立
っ
て
い
る
現
代
台
湾
社
会
を
理
解
す
る
た

め
に
は
、
植
民
地
時
代
の
歴
史
と
現
代
に
お
い
て
そ
の
歴
史
が
ど
の
よ

う
な
形
で
呈
す
る
の
か
を
解
明
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

評
者
が
本
書
に
啓
発
さ
れ
た
の
は
、
日
本
占
領
を
経
験
し
た
香
港
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
等
の
地
域
に
同
じ
テ
ー
マ
を
ア
プ
ラ
イ
す
る
こ
と
が
可

能
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
香
港
は
台
湾
と
大
き
く
違
っ
て
、

日
本
占
領
期
間
が
三
年
八
か
月
し
か
な
か
っ
た
。
敗
戦
後
、
香
港
の
僧

侶
た
ち
は
日
本
の
僧
侶
宇
津
木
二
秀
が
使
っ
て
い
た
建
物
を
受
領
し
、

そ
こ
に
仏
教
総
括
組
織
で
あ
る
香
港
仏
教
連
合
会
の
総
部
を
設
立
し
た

と
い
う
話
が
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
占
領
時
期
の
香
港
に
お
い
て
、
日

本
仏
教
の
布
教
が
ど
の
よ
う
な
形
で
進
め
ら
れ
た
の
か
は
ま
だ
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
一
因
は
、
香
港
社
会
を
含
む
東
南
ア
ジ
ア
で
は

日
本
占
領
時
期
の
歴
史
が
現
在
に
お
い
て
も
タ
ブ
ー
視
さ
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
ろ
う
。「
日
港
双
方
」
か
ら
新
し
い
史
料
を
通
じ
て
検
討
し
、
こ

の
歴
史
的
空
白
を
補
う
こ
と
が
今
後
に
お
い
て
重
要
な
課
題
と
な
ろ
う
。

　

最
後
に
、
本
書
で
は
刺
激
的
か
つ
多
様
な
事
例
が
所
収
さ
れ
、
宗
教

学
研
究
者
だ
け
で
な
く
、
台
湾
の
歴
史
に
興
味
を
持
つ
一
般
読
者
に
も
、

是
非
お
薦
め
し
た
い
。
ま
た
、
他
の
研
究
者
も
含
め
て
広
汎
な
研
究
論

文
を
統
括
さ
れ
た
、
編
者
の
力
量
に
対
し
て
、
深
く
敬
意
を
示
し
た
い
。

（
ご
・
か
せ
い　

長
崎
大
学
多
文
化
社
会
学
部
助
教
）


